
12 育児休業制度について

、ノ

( 1 )

母親または父親が育児休業制度を利用したかにっいては、就学前児童、小学生児童とも1-「利用
しなかった」が4割以上で高くなってい談す。

一方、利用したなかでは「母親力閑」用した」は2割程度で、「父親が利用した」にっいては、特1-
低い状況となっています。

母親または父親の育児休業制度の利用状況(単数回答)

就学前児童(N=79の

小学生児童(N=769)

0%

【就労類型牙1上育児休業制度の利用状況】

17.8

20%

222

0,4

方犹学!目U↓司童

共働き〔N=35刀

父親のみ就労〔N=371〕

母親のみ就労〔N=33〕

父母無職〔N=2釘

0.4

豆母親が利用した

目母親と父親の両方が利用した

口不明・無回答

40% 60W

0%

68.0

80%

20%

邑父親が利用した

口利用しなかった

小学生児童

.え・・・・'・'・"・'・'・'・'・'・'・'・'・34.5、・'゛・'・・'・'゛・、・'・、、、、'・'
0..゛................,゛゛......゛.....

共働き則=417〕

父親のみ就労〔N=165〕

母親のみ就労〔N=92〕

父母無職〔N=95〕

327

10OW

40%

厘母親が利用した
躍母親と父親の両方が利用した
ロ、日口依

6

13.9

6

60%

眺

49, 9

2呪

80%

........゛.゛.....冒......゛゛....'.....写.゛...........'

口父親が利用した
詞その他

100%

4眺

質母親が利用した
駆母親と父親の両方が利用した
ロ、日口效

55. 2

5. 0

0

18. 2

60% 80%

83

医父親が利用した
団利用しなかった

43. 0

100%

24. 2
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(2)育児休業から復帰した時の子どもの月齢(数量回答)

*「母親が利用した」「父親が利用した」「母親と父親両方が利用した」と答えた方のみへの質問

育児休業から復帰した時の子どもの月齢については、就学前児童、小学生児童ともに門1~

12ケ月」が4割以上で最も高く恋っています。

就学前児童(N=181) 2.8/フフ

小学生児童(N=139) 3,6//123

0%

( 3 )

20%

育児休業取得については、就学前児童、小学生児童ともに「希望どおの取得できた」が7割以上

となっています。

1 1 .1

育児休業取得期間について(単数回答)

*「育児休業期間を利用した」と答えた方のみへの質問

6. 1

冒0~2ケ月

40%

23β

、、

國3~6ケ月

就学前児童(N=181)

60%

厨7~10ケ月

小学生児童(N=139)

6. 3

0%

80%

【就労類型別

011~12ケ月口13ケ月以上口不明,無回答

21. 4

0

3

193

100%

20%

共働き〔N=161〕

父親のみ就労〔N=12〕

母親のみ就労則=5〕

父母無職〔N=3〕

100%

138

育児休業取得期間について】

20%眺

40%

フ.9

習希望どおり取得できナニ

5.0

807

60%

共働き〔M=95〕

父親のみ就労〔N=刀

母親のみ就労〔N=23〕

父母無職〔N=14〕

73.4

゛

口希望どおりには取得できなかった

」

80%

厘希望どおり取得できた

口不明・無回答

喋

40%

12.フ

100%

6.6

1 9.4

20%

60%

.ι,

口不明・無回答

厨希望どおり取得できた

口不明・無回答

72

40%

即%

血希望どおりには取得できなかった

稔

3

60%

100%

.,

16.フ

6. 2

3、 3

84

80%

透希望どおりには取得できなかった
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( 4 )

育児休業明けに、希望する保育サービスをすぐ利用できたかにっいてみると、「育旧休業を調敕
せずに取得できた」が3割以上で最も高くなっています。

そのほか、小学生児童では「希望しなかった」が2割を超えています。

育児休業明けに、希望する保育サービスをすぐ利用できたか(単数回依)
*「母親が利用した」「父親が利用した」「母親と父親両方が利用した」と答えた方のみへの質門

就学前児童(N=181)

小学生児童(N=139)

0% 20%

【就労類型男1上希望する保育サービスをすぐ利用できたか】

47.5

40%

匝育児休業期間を調整せずにできた

譜できなかった

口不明・無回答

39.6

亨尤与皇目Ⅱ上見里

共働き〔N=161〕

父親のみ就労〔N=12〕

母親のみ就労〔N=5〕

父母無職〔N=3〕

60%

10.5

137

8.3

80%

0%

9.4

14.4

田育児休業期問を調整したのでできた

口希望しナよかった

100%

25.9

20%

193

小学生児童

16.フ

共働き〔N=95〕

父親のみ就労〔N=刀

母親のみ就労〔N=23〕

父母無職〔N=14〕

1 1.5

40%

冒育児休業期間を調整せずにできた
Z育児休業期間を調整したのでできた
園できなかった

団希望しなかった
口不明・無回答

60%

0

0

3

一0

8. 1

2眺

80%

13.フ

,.

20. 0

41.フ

66.フ

'

17.4

40%

100%

14. 3

Π

乏0. Q

圃育児休業期間を調整せずにできた
図育児休業期間を調整したのでできた
囲できなかった
国希望しなかった
口不明・無回答

0

60%

0. 0

9. 5

1.フ

14. 3

80%

27. 4

57. 1

7

85

14. 3

13. Q

10畷

11.6

21. 4

17. 4

0. 0

フ. 1
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( 5 )

育児休業明けに、希望する保育サービスカ甲」用でき恋かったときの対応については、就学前児童

では「家族等にみてもらうことで対応した」が6割(9件)、小学生児童では「希望とは違う保育所

を利用した」が4割(6件)を超えています。

希望する保育サービスを利用できなかった際の対処方法(単数回答)

*「できなかった」と答えた方のみへの質問

就学前児童(N=15)

0%

小学生児童(N=13)

20%

26.フ

0.0

40%

麺希望とは違う保育所を利用した

倒希望以外の保育サーピスを利用した

空仕事を辞めた

462

60%

0.0

00

80%

86

30,8

田事業所内の保育サービスを利用した

口家族等にみてもらうことで対応した

口不明・無回答

0.0

100%
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13 職業生活と家庭生活の両立について

( 1 )

『仕事時間』と『家事(育児)・プライベートの生活時閻』の優先度について、就学前児童をみ

ると、希望では「寡事(育児)時間を優先」が449%、「プライベートを優先」が116%、「仕事

時閻を優先」が82%という割合になっています。それに対して、現実では「仕事時間を優先」が

386%で特に高く、「家事(育児)時問を優先」「プライベートを優先」の割合は、希望の場合と比

ベ少恋くなっています。

また、小学生児童をみると、希望では「家事(育児)時間を優先」が602%、「プライベートを

優先」が130%、「仕事時間を優先」が10.1%という割合になっています。それに対して、現実

では「仕事時間を優先」が499%で特に高く、「家事(育児)時閲を優先」「プライベートを優先」

の割合は就学前児童と同様、少なく恋っています。

就学前児童、小学生児童ともに、現実での生活の中心がやや仕事に偏っている傾向があのます。

生活の中の「仕事時間」と「家事(育児)・プライベートの生活時間」の優

先度の「希望」と「現実」について(単数回答)

就学前児童(N=79の

0%

希望

現実

8.2

20%

餌仕事時間を優先

小学生児童(N=769)

0%

38.6

44.9

40%

希望

田家事(育児)時問を優先

現実

10.1

60%

20%

1 1 .6

24.3

閲仕事時問を優先

0.6

囲プライベートを優先

0.6

80%

40%

499

18

346

602

訟家事(育児)時間を優先

口その他

100%

34.フ

60%

口不明・無回答

囲プライベートを優先

80%

31.1

13.0 12

17

: 157

口その他

155

100%

87

口不明・無回答



【就労類型別 f仕事時間」と「家事(育児)」「プライベートの生活時間」の優先度】

就学前児童

共働き〔N=35刀

父親のみ就労〔N=371〕

母親のみ就労〔N=3幻

父母無職〔N=29〕

畔

共働き〔N=35刀

父親のみ就労〔N=37打

母親のみ就労〔N=33〕

父母無職〔N=29〕

20%

6.

40%

6. 5

4.フ

60%

小学生児童

1. 5

河

17. 5

匝仕事時間を優先
囲プライベートを優先

口不明・無回答

80%

共働き〔N=41刀

父親のみ就労〔N=165〕

母親のみ就労〔N=92〕

父母無職〔N=95〕

1、 1

63. 1

17. 1

5

フ. 6

21. 2

100%

58. 6

5. 6
6^1

0

眺

上牙

洞. 1

0

共働き〔N=41刀

父親のみ就労〔N=165〕

母親のみ就労〔N=92〕

父母無職〔N=9釘

6. 1

63. 3

3. 3

田家事(育児)時問を優先

国その他

20%

¥: 5. 6

55. 2

6. 1

40%

5. 8

9. 1

9

60%

フ. 9

2. 8

50. 5

80%

画仕事時間を優先
圏プライベートを優先
口不明'無回答

2. 4

49. 1

14, 9

1. 8

100%

11.6

1. 8

1.フ

15.2

2. 9

1. 1

1. 1

6. 0

22、 1

0. 5

5. 4

88

49.フ

伽家事(育児)時間を優先
田その他

':1 3.4

25

1. 1

1ヨ3. 3
23. 2

.

.

《
希
朗
乏

《
現
実
》

《
希
望

《
現
実
》



( 2 )

父親において仕事と子育てを両立する上で大変だと感じることにつぃては、就学前児童、小学

生児童ともに、「自分や子どもが病気・ケガをした時に面倒をみる人がいない」「子どもと接する時

間が少なしU 「急な残業が入ってしまう」が上位となっています。

仕事と子育てを両立する上で大変だと感じること(単数回答)

急な残業が入ってしまう

自分や子どもが病気・ケガをした時に
面倒をみる人がいない

家族の理解が得られない

子どもの他に面倒をみなけれぱならない人がいる

子どもの面倒をみてくれる保育所
などが見つからない

子どもと接する時間が少ない

0%

職場の理解が得られない

10%

4

20%

0.5

10

32

3.4

15.0

30%

23,0

22.0

89

40%

、

50%

その他

不明,無回答

4.4

14.4

6

9.1

鬮就学前児童(N=790)

29.8

口小学生児童(N=769)

4,9

5
 
9
 
6
 
3



不
明
・
無
回
答

45.0

9

213

25.5

35.6

17

4

55.5

72

48.9

27

37

72

58.5

76

563

50.0

7

54

1"

160

45.6

17

425

4

35

37.0

46.2

40.0

36.8

308

28.9

73.6

65,5

3

60

16、8

273

19

3肪

44.9

46.1

11

9.1

5.0

5

6.フ

6.3

4

3

7

4.3

2.8

8

4

24

5,8

4

3

1

10.0

62

5.4

17

4β

5.3

17

3.1

5

9

3.4

30

4.5

26

2

5

4.4

1.3

35

27

フ.6

1

1

6.1

そ
の
他

135

5,0

15

IB.8

10.2

18.5

26

24.5

15

12.2

13

9.5

13

打

10

25.0

1

19.2

17.0

16.5

20

53

58

30.0

23.フ

28

2

3

9

97

14.5

27.3

6.9

9

213

27

73

76

21.1

1

子
ど
も
と
接
す
る
時
間
が
少
な
い

,
」

3

0.フ

23

0.8

4

1.3

1

0.フ

5

1

3

08

1,1

5

2

子
ど
も
の
面
倒
を
み
て
く
れ
る
保

育
所
な
ど
が
見
つ
か
ら
な
い

2

1 .9

1.3

0.フ

0.3

0,3

3

1

0.4

3

3.4

4

2

1

1

21

1

1

1 . 1

1

1

子
ど
も
の
他
に
面
倒
を
み
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
人
が
い
る

2

3

9

11.3

2

3

3

22

1.6

3.3

2.8

2.9

2

3

5.0

1.6

4.2

10

2.8

4

7

8

10.0

2.6

4.8

2.6

18

2.フ

1

フ.1

1

1

1

職
場
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い

『

、
＼
0

2

1 .0

1.9

0.3

0.フ

0.3

3

1

26

1

1 .1

4

3

1

1

1

1

1

1 .1

1

家
族
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い

4

24

30.0

20.0

35

33.0

33

4

14.6

19.0

23

1 8、0

19

20.フ

31.フ

6

30

20.5

72

20,5

15.0

28.6

18

26

4

2

18

57

1 8.3

1 8.9

自
分
や
子
ど
も
が
病
気
・
ケ
ガ
を

し
た
時
に
面
倒
を
見
る
人
が
い
な

25.0

7

9

5

10

9.4

6.フ

11.3

2

3

2.5

143

12

9.8

6.6

8.6

3.3

2

9

9,6

27

8.フ

28

' 8.0

2

11

1

1

急
な
残
業
が
入
っ
て
し
ま
う

104

100.0

100.0

80

100.0

20

100.0

14

123

100.0

137

100.0

128

100,0

92

100,0

106

4

100.0

100.0

100.0

合
計

不明・無回答

口計

3歳

1歳

2歳

4歳

5歳

6歳

世
帯
構
成
別

年
齢
別

就
労
類
型
別

一
一
一
口

【就労類型別、世帯構成別、年齢男1上仕事と子育てを両立する上で大変だと感じること】

京尤学月ⅡLモ己里、

い

仕事と子育てを両立する上で大変だと感じる事

共働き

父袈のみ就労

母親のみ就労

790

100.0

父母無職

357

100,0

不明・無回答

66

371

100.0

8.4

47

父母同居

父同居

(ひとり親家庭)

13.2

33

100,0

182

23.0

16

母同居
(ひとり親家庭)

29

4.3

100.0

127

35、6

3.0

35

0.5

祖父同居

9,4

単位:件数ノ%

668

100.0

6.9

16

0.8

48.5

25

祖母同居

3.2

10

100.0

13.8

13

祖父近居

55

3.6

38

8.2

100.0

3.0

村

祖母近居

0.5

3.0

95

100.0

149

223

0.6

その他

146

3.0

100.0

5.3

不明・無回答

0.6

20,0

0.3

11

312

11.6

100.0

0,6

13

114

0.4

34.2

14

14、4

351

0歳



【就労類型別、世帯構成別、・学年牙1上仕事と子育てを両立する上で大変だと感じること】

小学生児童

いし自
た分

時や

に

面ど

倒も
をが

口き十

仕事と子育てを両立する上で大変だと感じる事

共働き

父親のみ就労

母親のみ就労

769

100、0

父母無職

417

100.0

不明・無回答

115

165

ば子
など

'も

なの

い他
に

が面
い倒
る

15.0

100.0

なを

'

父母同居

68

父同居
(ひとり親家庭)

16.3

い

92

100.0

169

220

れ

母同居

(ひとり親家庭)

95

100.0

6.フ

103

247

し、

22

.ノ

23.9

B

24

祖父同居

1.0

14.5

14

劇5

14.フ

100.0

な

単位:件数/%

7

25

祖母同居

1.フ

27.2

26

11

100.0

3.4

17

祖父近居

17.9

92

17

15.0

70

100.0

4.1

祖母近居

1 .1

7

1 1 1

3

27.3

0.9

2

100.0

135

1.2

220

その他

4

袷

165

1.0

1 8.6

100.0

不明・無回答

2.2

2

2

0,3

18.2

21

2

242

合
計

急
な
残
業
が
入
っ
て
し
ま
う

家
族
の
理
解
が
得
ら
れ
な

職
場
の
理
解
が
得
ら
れ
な

育
所
な
ど
が
見
つ
か
ら
な

子
ど
も
の
面
倒
を
み
て
く
れ
る
保

そ
の
他

子
ど
も
と
接
す
る
時
間
が
少
な
い

不
明
・
無
回
答

病
気
・
ケ
ガ

見
る
人
が し 、

し

二
一
口

147 66 229

19メ 8.6 29.8

105 45 67

0.2 25.2 10.8 1 6.1

就
労
類
型
別

11 8 106

1.2 0.6 6.フ 4.8 64.2

18 8 15

1.1 19.6 8.フ 16.3

5 13 5 41

5.3 13.フ 5.3 43.2

7 17 7 118 55 183

1. 1 2.8 1 , 1 0.2 192 8.9 29.8

5

9. 1 45.5

17 3 20 2 15

243 4.3 28.6 29 21.4

13 6世
帯
構
成
別

38 5 26

18.9 11.フ 0.9 5.4 0.9 34.2 4,5 23.4

創 17 2 10 2 46 13 U

1 8.8 10.3 1.2 6.1 1.2 27.9 フ.9 26.フ

36 37 3 8 4 54 28 71

100.0 14.9 15.3 1.2 3.3 1.フ 0. 223 11.6 29.3

295 46 52 3 10 4 62 32 85

100.0 15,6 1 7.6 1.0 3.4 1.4 0.3 21.0 10.8 28.B

31 4 4 2 3 4 12

100.0 129 129 3.2 6.5 3. 9,フ 129 38、フ
14 2 4 3 4

100.0 14.3 28.6 フ.1 21.4 28.6

126 14 28 24 9 491年
100.0 11.1 222 0.8 0.8 19.0 フ.1 38.9

127 21 26 3 2 17 12 422年
1叩.0 16.5 20.5 24 3.1 1.6 13.4 9. 33'1

103 20 24 17 8 283年
100.0 19.4 23.3 1.0 3.9 1.0 16.5学

年
別

フ.8 27.2

115 21 30 5 22 9 284年
100.0 18.3 26.1 4.3 1 9.1 フ.8 24.3

138 15 31 3 9 28 13 385年
100,0 10.9 225 22 6.5 0.フ 20.3 9,4 27.5

127 18 24 3 2 34 13 316年
100.0 14.2 18.9 0.8 2.4 1.6 0.8 26.8 10.2 24.4

33 6 6 5 2 13不明・無回答
100.0 18.2 18.2 3.0 15.2 6,1 39.4

91



14 子育て支援サービスについて

【就学前児童】

(1)子育て支援サービスの認知度<サービスを知っているか>について(単数回答)

子育て支援サービスの認知度<サーピスを知っているか>については、『①母親学級、パパ・マ

マ学級(両親学級)、育児学級』『②保健センターの情報・相談サービス』『④おひさまひろば』『⑨

保育所の一時保育』『⑬保育所や幼稚園の園庭等の開放』『⑮児童館』『⑱市が発行している子育て

情報誌』ではΠ衣い(知っている)」が7割以上となっています。

一方、『③家庭教育に関する学級・講座』『⑦教育相談室』では「いいえ(知らない)」が7割以

上となってい弐す。

〔認知度〕 N=790

①母親学級ノしく・ママ学級(両親学級)、育児学級

②保健センターのt青報・相談サ下ビス

③家庭教育に関する学級・講座

④おひさまひろぱ

⑤保育所の子育て相談

⑥幼稚園の教育相談や講演会等

⑦教育相談室

⑧地域子育て支援センター

⑨保育所の一時保育

⑩幼稚園の預力田保育

⑪保育所の休日保育(日曜'祝日)

⑫病後時保育(施設型)

⑬保育所や幼稚園の園庭等の開放

⑭子育てサロンなど身近な地域における親子の集いの場

⑮児童館

⑯ファミリーサポートセンター

⑰家庭児童相談室

⑱市が発行している子育て情報誌

0% 20%

17.フ

40%

82.0

42

60%

78

173

73.0

6.1

80%

9.4

14.3

22

629

100%

37

3.フ

29

33

2.9

3.3

32

3.4

32

38

2、フ

2.フ

3B

32

28

7

2.8

529

3.9

1B

8.9

79.5

82.4

3.フ

1.0

1B

782

3.フ

43.3

8.4

3.4

556

フ.6

14.4

9.4

蚕はい

55.1

フ7B

180

國いいえ

89

9.フ

1 6.6

92

口不明・無回答

19.4



【就学前児童】

(2)子育て支援サービスの利用度<サービスをこれまでに利用したことがあるか>
について(単数回答)

子育て支援サービスの利用度<サービスをこれ薮でに利用したことがあるか>1一っいては、
母親学級、パパ'ママ学級(両親学級)、育児学級』『⑱市が発行している子*て↑主報壮』では「
い(利用したことがある)」の割合力塙くなっています。

一方、それ以外の項目では、「しW、え(利用したことがない)」が5割以上となています。

〔利用度〕 N=790

①母親学級、ノしく・ママ学級(両親学級)、育児学級

②保健センターのイ青報・相談サーピス

③家庭教育に関する学級・講座 39

④おひさまひろば

⑤保育所の子育て相談

⑥幼稚園の教育相談や講演会等

0%

⑬保育所や幼稚園の園庭等の開放

⑭子育てサロンなど身近な地域における親子の集いの場

⑮児童館

122

11.1

⑦教育相談室1.4

⑧地域子育て支援センター

⑨保育所の一時保育

⑩幼稚園の預かり保育

20%

⑪保育所の休日保育(日曜・祝日)1.4

⑫病後時保育(施設型)0.8

フ.1

4.4

4眺

03

60%

32

173

9.9

62

⑯ファミリーサポートセンター1.9

⑰家庭児童相談室 33

80%

55B

⑱市が発行している子育て情報誌

92

9.4

79.5

8.フ

3.0

100%

6.3

フ.1

99

6.フ

8.5

9.4

9.9

フ.5

フ.3

9.1

9.0

9.0

62

8.5

6,1

8、5

90

フ.5

9.4

753

10

13.9

}

8

4.6

フ.6

堅はい'

82

30

59.4

田いいえ

3

口不明・無回答

93

6
 
3

β
 
7



【就学前児童】

(3)子育て支援サービスの利用意向<今後サービスを利用したいか>について

(単数回答)

子育て支援サービスの利用意向<今後サービスを利用したいか>については、『②保健センター

の情報・相談サービス』'『⑬保育所や幼稚園の園庭等の開放』『⑮児童館』『⑱市が発行している子

育て情報誌』では「はい(今後利用したい)」が5割以上となっています。

一方、それ以外の項目では、「いいえ(今後利用しない)」力焦g4~5割となっています。

〔利用意向〕 N=790

①母親学級、パパ・ママ学級(両親学級)、育児学級

②保健センターのイ青報'相談サービス

③家庭教育に関する学級・講座

④おひさまひろぱ

⑤保育所の子育て相談

⑥幼稚園の教育相談や講演会等

⑦教育相談室

⑧地域子育て支援センター

⑨保育所の一時保育

⑩幼稚園の預かり保育

⑪保育所の休日保育(日曜・祝日)

⑫病後時保育(施設型)

⑬保育所や幼稚園の園庭等の開放

⑭子育てサロンなだ身近な地域における親子の集いの場

⑮児童館

⑯ファミリーサボートセンター

⑰家庭児童相談室

⑱市が発行している子育て情報誌

口いいえ

0% 20%

9.9

40%

542

233

6眺

9

5.フ

80%

46.5

5.6

20

42

口不明・無回答

100%

8.1

38.1

14.4

11.6

12.フ

128

120

12.4

13.3

11.8

113

12.5

9.9

11.4

10.4

120

115

11.1

128

113

2

9.1

40.4

9.4

2.0

57,フ

2.9

94

622

4

蚕はい

45.1

65.4

1 .9

52.8

53.4

263

9
 
6

6
 
8

」
 
4

2
。
 
9

B



【小学生児童】

(4)子育て支援サービスの認知度<サービスを知っているか>について(単数回答)

子育て支援サービスの認知度<サービスを知っているか>については、『①母親学級、パパ・マ

マ学級(両親学級)、育児学級』『②保健センターの情報・相談サービス』『④おひさまひろば』『⑨

保育所の一時保育』『⑬保育所や幼稚園の園庭等の開放』『⑮児童館』『⑱市が発行している子育て

情報誌』ではΠよい(知っている)」が7割以上となっています。

一方、『⑪保育所の休日保育(日曜・祝日)』『⑫病後時保育(施設型)』では「いいえ(知らな

い)」が 6割以上となっています。

〔認知度〕 N=769

①母親学級、ノしく・ママ学級(両親学級)、育児学級

②保健センターの情報・相談サービス

③家庭教育に関する学級・講座

④おひさまひろば

⑤保育所の子育て相談

⑥幼稚園の教育相談や講演会等

⑦教育相談室

⑧地域子育て支援センター

⑨保育所の一時保育

⑩幼稚園の預かり保育

⑪保育所の休日保育(日曜・祝日)

⑫病後時保育(施設型)

⑬保育所や幼稚園の園庭等の開放

⑭子育てサロンなど身近な地域における親子の集いの場

⑮児童館

⑯ファミリーサポートセンター

⑰家庭児童相談室

⑱市が発行している子育て情報誌

0% 20% 40%

39

76.1

1_5

60%

540

9B

2.5

722

80%

59.8

17,8

3B

573

100%

6.1

08

4.フ

0β

43.4

523

フ72

60.フ

2.6

0,フ

フ.3

2.0

95

4.0

0.3

17.9

3.フ

2.8

劃はい

37

8.フ

1.5

田いいえ

0.5

51,0

1 1.3

口不明・無回答

160

5
 
3
.



【小学生児童】

(5)子育て支援サービスの利用度<サービスをこれまでに利用したことがあるか>

について(単数回答)

子育て支援サービスの利用度<サービスをこれまでに利用したことがあるか>については、『①

母親学級、/Vやママ学級(両親学級)、育児学級』『⑮児童館』『⑱市が発行している子育て情報

誌』では「はい(利用したことがある)」が4割以上となっています。

一方、それ以外の項目では、「いいえ(利用したことがない)」が5割以上となっています。

〔利用度〕 N=769

①母親学級、ノしく,ママ学級(両親学級)、育児学級

②保健センターの情報・相談サービス

③家庭教育に関する学級・講座

④おひさまひろぱ

⑤保育所の子育て相談

⑥幼稚園の教育相談や講演会等

⑦教育相談室

⑧地域子育て支援センター

⑨保育所の一時保育

⑩幼稚園の預かり保育

96

0%

⑬保育所や幼稚園の園庭等の開放

⑭子育てサロンなど身近な地域における親子の集いの場

⑮児童館

20%

23.5

11.フ

⑪保育所の休日保育(日曜・祝日)2.6

⑫病後時保育(、施設型)0.9

23

40%

9.8

9.4

60%

5.1

11.フ

17.4

4.4

5.4

759

62

8眺

⑯ファミリーサボートセンター2.1

⑰家庭児童相談室 3.1

9.1

⑱市が発行している子育て情報誌

9.6

0.9

100%

86

103

12.4

9β

107

112

112

108

10.4

103

11B

125

9.4

113

9.4

112

113

1 0.1

37

75

22

5.3

3.5

9.4

5.0

ノ

7

93

55.フ

座はい

50

86.フ

56

459

囲いいえ

9

口不明・無回答

6



【小学生児童】

(6)子育て支援サービスの利用意向<今後サービスを利用したいか>にっいて
(単数回答)

子育て支援サービスの利用意向<今後サービスを利用したいか>にっいては、'『⑱市が発一し
いる子育て情報誌』では「はい(今後利用したい)」め割合力塙くなっています。

一方、それ以外の項目では、「いいえ(今後利用しない)」が4割以上となっています。

〔利用意向〕 N=7釣

①母親学級、パパ・ママ学級(両親学級)、育児学級

②保健センターのイ青報、相談サービス

③家庭教育に関する学級・講座

④おひさまひろぱ

⑤保育所の子育て相談

⑥幼稚園の教育相談や講演会等

⑦教育相談室

⑧地域子育て支援センター

⑨保育所の一時保育

⑩幼稚園の預かり保育

⑪保育所の休日保育(日曜・祝日)

⑫病後時保育(施設型)

⑬保育所や幼稚園の園庭等の開放

⑭子育てサロンなど身近な地域における親子の集いの場

⑮児童館

⑯ファミリーサボートセンター

⑰家庭児童相談室

⑱市が発行している子育て情報誌

0%

15、1

20%

5.9

11.1

122

143

40%

6β

6.4

60%

6.4

1.8

118

126

112

15.9

16.9

153

6.6

80%

1 .1

705

9.1

42

185

17.6

19.0

17.8

173

166

16.6

173

16,9

173

170

17.6

16,5

172

16.6

165

172

16.0

100%

57,0

60.9

713

70.1

1.8

66

6.6

フ.5

2、0

46

1 .5

亘はい

1 .5

58.3

1.9

Z いし、え

99

口不明・無回答

97


